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図 1 鉄道路線におけるブロック線区 
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1. はじめに 

本研究では，鉄道輸送をより正確かつ精緻に把握し，可

能な支援策を提供するために，ブロック線区の概念に基づ

く貨物輸送シミュレーションシステムの構築について試み

る．本システムを用いて，平常時では，ブロック線区を通

過する貨物輸送の輸送実態を分析し，輸送改善対策並びに

関連効果を考案する．また，災害発生時においては，輸送

代替案の策定や影響効果の分析を行う． 

 

２. ブロック線区の概念 

2.1 貨物輸送における鉄道ネットワーク 

貨物輸送システムは，鉄道・道路・海運などの異なる輸

送手段をもっており，各々の輸送ネットワークが形成され

ている．貨物鉄道の輸送ネットワークは，貨物鉄道事業者

がもつ貨物駅および貨物駅と鉄道幹線路線をリンクする連

絡路線と，複数の旅客鉄道送事業者と第三セクターがもつ

鉄道幹線路線で構成される． 

貨物鉄道事業者は，第二種鉄道事業として鉄道幹線路線

を利用して旅客列車運行の間合で貨物列車を運行する．貨

物列車は，主に車扱い列車とコンテナ列車と区別できる．

車扱い列車は，主に特定の線区を走行するが，コンテナ列

車は，全国の範囲で製造業の製造品をはじめ，国民の日常

生活に関わる宅配便や農産品などの多種貨物を運ぶ．また，

コンテナ輸送は，基本的にはインターモーダル輸送として，

コンテナ集配のトラック輸送と幹線鉄道で運行する貨物列

車との結合により行われる． 

そこで，幹線鉄道の貨物輸送効率化に向けては，以下の

ような分析手法が求められている． 

① 平常時には，貨物列車が運行する線区とその利用時間

帯を効率的に活用する改善対応策を策定する． 

② いかなる線区が自然災害などの被災により不通になる

場合には，迂回経路や代行輸送手段の選択，荷主との輸送

計画調整などを行う際に有効な代替案を提案する． 

このため，ここでは，幹線鉄道路線をブロック線区に区

分し，それぞれのブロック線区における平常時の鉄道輸送

実態と，線区周辺における輸送ネットワークを同時に把握

するシミュレーションシステムの構築について試みる． 

2.2 ブロック線区 

ブロック線区の概念については，以下のとおりである． 

輸送の視点からは，鉄道路線を，出発，通過，到着など

のような線区に区分できるので，図１に示すように，鉄道

路線を複数の線区に細分し，各線区に配置される複数の駅

を 1つの線区としてブロック化することである．例えば，

ブロック線区Aは，駅A1,  …, 駅Aai,…, 駅Aan（ai=1,2，

…，an）で，ブロック線区 Bは，駅 B1, …, 駅 Bbi,…, 駅

Bbn（bi==1,2，…）で，ブロック線区Cは，駅C1, …,駅

Cci,… 駅 Ccn（ci＝1，2，…，cn）で構成される．ブロッ

ク線区AとCは，鉄道路線における端末線区で，ブロック

線区Bは中間線区である．全路線を利用して輸送する場合

は，ブロック線区AとCは，出発線区と到着線区に相当す

るが，ブロック線区Bは，通過線区として位置する． 

さらに，ブロック線区に配属される駅の構成については，

固定化されることでなく，線区に対する分析の目的によっ

て，ブロック線区の駅数を変更することができる． 

以上のようなブロック線区に基づいて，線区内，線区間

の輸送状況を把握すれば，各々の輸送場面に応じる，対応

策を策定することが可能であると考えられる． 
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表 1 ブロック線区を通過する貨物列車の一覧 

種類 列番 発駅 着駅 途中駅 その他 

高速 A A01 AT01 FO01 KB1 HS1… 

高速 B B05 KT05 KM05 ST5 HJ5… 

…      

 
 

 

３. ブロック線区の輸送実態 

ブロック線区に対する輸送指標の体系化については，先

行研究で行われた 1)．一方，線区の輸送効率化については，

線区を通過する貨物列車の輸送状況を把握することが必要

である．貨物列車は，始発駅から終着駅までノーストップ

直行列車や途中駅でコンテナの積替え作業と貨車の入替え

作業を行う列車がある． 

本研究で提案される貨物輸送シミュレーションシステム

では，表 1に示すようなブロック線区を通過する各種列車

の積載実態を解析する．同時に，図 2に示すように，列車

の輸送状況に対する改善対応策案の策定とその効果分析を

行うことが可能である． 

 

４. 災害時の輸送対応策 

近年，地震や台風・豪雨などの自然災害による線区の長

期不通になることが頻発された 2)．本システムでは，図 3

に示すように，鉄道・道路・定期船などの貨物輸送ネット

ワークが含まれているため，いかなる線区が被災により不

通となる際に，平常時に同線区を通過する鉄道貨物に対す

る，災害時の事業継続計画(BCP)とする以下の可能な輸送

代替案のシミュレーションを行うことが可能である． 

(1) 被災線区の平行路線による迂回輸送 

前述したように，貨物鉄道は旅客鉄道路線を使用する第

二種鉄道事業者であるため，すべての鉄道ネットワークを

利用するわけでなく，限られる鉄道路線で貨物列車を運行

する．被災された線区に対する平行線区が貨物列車を運行

できる場合は，なるべくそれらの平行線区に列車を増発し，

列車の組成車両数を拡大するなどの代替案が考えられる． 

また，多くの鉄道線区は，平常時には，貨物列車が運行

しないため，災害時に迂回輸送を行うのは，事業者間の協

調並びに協力による整備回復の時間が必要となる．本シス

テムによって，複数の選択案に対する輸送シミュレーショ

ンを行い，災害時における BCP を考案する．そして，施

設の技術条件，臨時列車の運行，物流対策などに関わる諸

課題の解決策を事前に検討する． 

 

(2) トラック・定期船による代行輸送 

道路輸送ネットワークには，高速道路や国道などの多種

類があり，トラックによる代行輸送は支障が相対に少ない

とみられるが，線区の貨物輸送実態に応じる，被災時にコ

ンテナ輸送用大型トラックとトラックドライバーの手配等

のシミュレーションを行い，適切な輸送計画案を選択する． 

また，フェリー・RORO船そしてコンテナ船などの定期

船航路を利用して代行輸送に関しては，船舶や港・駅間の

輸送条件（道路条件，大型トラック車両とトラックドライ

バーの手配）とコンテナ取扱などのシミュレーションを行

い，関連課題および対応策案を整理する． 

(3) 荷主企業・利用運送事業者との輸送計画調整 

鉄道を利用する荷主企業や利用運送事業者そして関連物

流関係者は，鉄道線区の不通によって，トラック・船舶へ

の転換や物流体制の見直しが必要となる．そこで，予めシ

ミュレーションにより，荷主自社の商品輸送の損害をなる

べく小さくする適切な計画調整案の策定が可能となる． 

 

５. まとめ 

 本報告では，貨物鉄道の輸送効率化向け，鉄道線区をブ

ロック化することによって貨物輸送シミュレーションシス

テムの構築を提案した．このシステムを用いて，線区を通

過する平常時の貨物列車輸送状態を分析し，輸送改善計画

案を考察することが可能となった．また，線区不通となる

場合に対しては，予め輸送代替案のシミュレーションによ

って適切な対策案を考案できると考えられる． 

 今後は，本研究で提案した貨物輸送シミュレーションシ

ステムを具体化する．鉄道線区に対する平常時の輸送効率

化と災害時のBCPについての検討を深度化していきたい． 
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図 2 ブロック線区の輸送実態の把握 

 

図 3 貨物輸送ネットワークと災害時の鉄道輸送対応策 
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